
 

３つの重点 

【Group vision】 

学校・家庭・地域の共育による児童生徒の確かな学びと社会参加・自立を支える学校になる。 
②学校・保護者・地域の協力・連携  ①学びの見直し、再構築（教育課程）  ③社会貢献・社会参加・将来へ 

【Group keyword】 

“ ＳＭＩＬＥ ” G 札養 

Quality 

専門力 

Expertise 

創造力 

Creativity 

対応力 

Responsiveness 

人間力 

Humanity 

：自分と異なる立場、違う意見や考え方を持つ人たち

と協力しながら、同じ目標の達成に向けて行動でき

る能力 

：目標を達成するために周りに働きかけ、

巻き込みながら物事を先に進める力 

：それまでの発想ややり方などにとらわれず、新しいも

のを作り出す。また、一から新しいものを作るだけでな

く、既存のアイデアに知恵や工夫を施したり、組み合わ

せたりして形を変え、さらに高い成果を生む力 

：特定の領域の専門

知識を持ち、自信を

持って知識を共有

する力 

：あらゆる事に対して柔軟に

対応できる力 

健康 Health 

勤労 Hand 心情 Heart 

対人 Home 

：健康で安全な生活を営む 

：自然や動植物を愛する豊

かな心を育む 

：働くことの喜

びを味わう 

：社会生活や家庭生活を

営むための適応性を培う 

４つの「H」が調和を保ち、

響き合い養い合って健や

かな人格形成を目指す 

② 学校・保護者・地域の協力・連携 

 Collaboration 

① 学びの見直し、再構築（教育課程） 

 Rebuild 

・小学部教育内容 

・中学部教育内容 

 の精選 

・小中学部のつながり 

・高等部（白桜）とのつ

ながり 

・自立活動の指導 

 

 

・自立活動の指導

の理解 

（医ケアを含む） 

・小学部教育内容 

・中学部教育内容 

・高等部教育内容 

 の精選 

 

 

 

・高等部教育内容 

 の精選 

・小中学部のつな

がり 

・白陵との共同学

習の模索 

 

 

 

 

 

③ 社会貢献・社会参加 

 

 Contribution 

協調力 

Coordination 

Group 札幌養護学校 

□ 多様なグループ編成、指導編成の検討 

□ 学部の繋がりと社会を見据えた教育内容の再整理 

□ 体験・経験を通した５つの感覚で感じる授業、わかる授業 

□ 学校教育・家庭教育・社会（地域）教育それぞれの役割によ

る協力・連携 

□ 地域の資源を活用した教育活動の実施 

□ コラボレーション教育活動の推進 

□ 児童生徒が褒められる（認められる）、役に立つ、必要とさ

れる授業内容と社会（地域）との繋がり 

□ 社会の一員としての社会貢献、社会参加へ 

・小・中学校と ・高等学校と ・地域と 

・町内会と ・福祉施設と ・企業と    

・PTAと  学部間で       など 

 
 

・小・中学校へ ・高等学校へ ・地域へ 

・町内会へ ・福祉施設へ ・企業へ    

  など 

 
 

【Group mission：存在意義】  一人一人のよさ・可能性を最大限に伸ばし、健やかで主体的に学び続ける児童生徒が育つ学校に。 

Group 札幌養護学校（札幌養護学校、共栄分校、白桜高等学園）は、障がいのある子どもたちの自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、子ども一人一人の

教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う特別支援学校です。 

多くの教職員、多様な専門職、PTA、地域など、子どもたちの教育に携わるものとして連携し、お互いに理解、尊重、協働し、専門性をもって子どもたちの学びを高め、子どもたちが心身とも

に育つ学校づくりを進めます。 


